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東洋系の「金時」は最も抽
苔しやすく、西洋ニンジンのうちでも、暖地に順化した
「黒田五寸」などは比較的抽苔しやすい品種です。

その土地の平均気温が18℃～20℃になる
時期よりさかのぼって、50日前ころ。
関東では関西より早まきとなる。
早まき、遅まき→肥大悪く、色淡い
（理由）→播種後50日ころで本葉７枚程度
となりニンジンは肥大期となる。肥大適温
は18～21℃なため。
露地では、その土地の平均気温が10℃に
なったころ
（理由）→ニンジンの発芽温度は８℃以上で、
生育を揃えるには、２週間以内に発芽させ
ることが大切なため。
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間引きした後で、
速効性肥料を施
しうねの表面を
軽く中耕します。
同時に株元へ土
寄せして青首に
ならないようにし
ます。
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